
別表(1)-1 更新 2023/6/26
基礎科目カリキュラム
全学部・学科　共通開講科目

科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考

哲学入門 1 2
現代の教育 1 2
世界の歴史 1 2
暮らしと法律 1 2
暮らしと政治 1 2
社会学入門 1 2
暮らしと経済 1 2
経営学入門 1 2
簿記入門 1 2
教養の数理 1 2
生活の物理 1 2
生活の化学 1 2
環境と生物 1 2
心理学入門 1 2
情報機器の操作 1 2
日本の歴史 1 2
デザイン論 1 2
経営学基礎論 1 2
簿記論 1 2
人間力概論 1 2
社会と倫理 1 2
生活とスポーツ 1 2
英語Ⅰ 1 2
英語Ⅱ 1 2
ドイツ語Ⅰ 1 2
ドイツ語Ⅱ 1 2
フランス語Ⅰ 1 2
フランス語Ⅱ 1 2
中国語Ⅰ 1 2
中国語Ⅱ 1 2
韓国朝鮮語Ⅰ 1 2
韓国朝鮮語Ⅱ 1 2
日本語Ⅰ 1 2
日本語Ⅱ 1 2

健康スポーツ科学概論 2 2
2単位
必修

科目区分
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養
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保
健
体
育
科
目

4単位
選択必修

12単位
選択必修



【履修方法】※全学部学科共通（学則第7条）
 
「基礎教養科目」
　12単位以上の単位を修得すること。（卒業要件の必修）
　経営教育学部経営教育学科のみ「経営学入門」を必修とする。（卒業要件の必修）

「外国語科目」
　履修年度に開講されている語学より4単位を修得すること。（卒業要件の必修）
　教職課程履修者は、英語Ⅰ・ドイツ語Ⅰ・中国語Ⅰのうちいずれかを必修とすること。
　日本語ⅠⅡについては、外国人留学生のみの開講科目とし、必修すること。

「保健体育科目」
　健康スポーツ科学概論2単位を必修すること。（卒業要件の必修）



別表(1)-2 更新 2023/6/26
専門カリキュラム（共通）
全学部・学科　共通開講科目（専門教養科目　選択科目）

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考

日本語聴解・会話Ⅰ 1 2

日本語聴解・会話Ⅱ 1 2

日本事情演習 1 2

日本語読解Ⅰ 1 2

日本語読解Ⅱ 1 2

日本語文章表現Ⅰ 1 2

日本語文章表現Ⅱ 2 2

日本語文章表現Ⅲ 2 2

日本語漢字・語彙Ⅰ 1 2

日本語漢字・語彙Ⅱ 2 2

日本語特別演習Ⅰ 2 2

日本語特別演習Ⅱ 2 2

日本語Ⅲ 2 2

英語コミュニケーション 2 1

ドイツ語コミュニケーション 2 1

フランス語コミュニケーション 2 1

中国語コミュニケーション 2 1

韓国朝鮮語コミュニケーション 2 1

ListeningⅠ 1 2

ListeningⅡ 1 2

ReadingⅠ 1 2

ReadingⅡ 1 2

SpeakingⅠ 2 2

SpeakingⅡ 2 2

WritingⅠ 2 2

WritingⅡ 2 2

English ConversationⅠ 2 1

English ConversationⅡ 3 1

English ConversationⅢ 3 1

海外語学研修 4 1

大学生活入門 1 2

キャリア基礎 1 2

キャリアデザインⅠ 2 2

キャリアデザインⅡ 2 2

キャリアプランニングⅠ 3 2

キャリアプランニングⅡ 3 2

家業継承計画論 2 2

接客ビジネス論 2 2

ツーリズム経営論 2 2

販売ビジネス経営論 2 2

ビジネスマナー 2 2

フードビジネス経営論 2 2

不動産ビジネス経営論 2 2

ファッションビジネス経営論 2 2

ブライダルビジネス論 2 2

自動車ビジネス経営論 2 2

インターンシップ － 2

情報処理技法Ⅰ（表計算） 2 2

情報処理技法Ⅱ（表計算） 2 2

情報処理技法Ⅰ（文書作成） 2 2

情報処理技法Ⅱ（文書作成） 2 2

情報表現技法 2 2

情報リテラシー 2 2

科目区分
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【履修方法】※全学部学科共通（学則第7条）

1.上表の全学部・学科共通開講科目（専門教養科目　選択科目）（以下「学部学科共通選択科目」
　という）は、2017年4月より在籍している全ての学生を対象とする。
2.上表の学部学科共通選択科目で修得した単位は、学則第7条の卒業要件単位の専門教養科目選択
　の単位に加えられる。
　⚫　教育学科では、専門教養科目選択86単位の中に加えられる。
　⚫　児童教育学科では、専門教養科目選択80単位の中に加えられる。
　⚫　経営教育学科では、専門教養科目選択の88単位の中に加えられる。
3.各コミュニケーションと付与する（英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国朝鮮語、日本
　語）の科目を履修するには、履修条件として履修を希望する語学のⅠⅡの4単位を修得しておく
　必要がある。
4.グローバルラーニング科目の「※」印の科目は、外国人留学生のみ履修し修得することができる
　科目とする。（外国人留学生は履修することを必須とする。）



別表(1)-5 更新 2023/7/26
経営教育学部　経営教育学科専門カリキュラム（学科別）
経営教育学科　共通開講科目

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考

現代教育学入門 1 2

キャリア開発論 2 2

経営管理論 2 2

専門演習Ⅰ 3 4

専門演習Ⅱ 4 4

卒業論文 4 4

加工材料の特性 1 2

環境教育 1 2

観光地理学 1 2

機械整備基礎 1 2

教育学概論Ⅰ【中等】 1 2

教育学概論Ⅱ 1 2

教育心理学Ⅰ【中等】 1 2

教育心理学Ⅱ 1 2

教育の文学 1 2

教職論【中等】 1 2

健康スポーツ科学実習 1 1

公演演習Ⅰ 1 2

工学基礎 1 2

自転車整備基礎Ⅰ 1 2

自転車整備基礎Ⅱ 1 2

情報環境論 1 2

設計製図Ⅰ 1 2

哲学概論Ⅰ 1 2

哲学概論Ⅱ 1 2

特別講義Ⅰ 1 2

特別講義Ⅱ 1 2

バレエ実践Ⅰ－1 1 1

バレエ実践Ⅰ－2 1 1

バレエ技術概論 1 2

バレエ概論 1 2

バレエ理論 1 2

舞踊表現応用 1 2

舞踊表現基礎 1 2

簿記演習 1 2

ICT活用の理論と方法 2 1

English CommunicationⅢ 2 1

English CommunicationⅣ 2 1

アーツマネジメント 2 2

会計学 2 2

会計学入門 2 2

環境ツーリズム論 2 2

観光英語 2 2

観光サービス論 2 2

観光立国概論 2 2

機械加工 2 2

機械工作 2 2

機械工作・計測実習Ⅰ 2 2

機械工作・計測実習Ⅱ 2 2

機械と設計 2 2

起業論 2 2

教育行政学【中等】 2 2

教育制度論 2 2

選
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別表(1)-5 更新 2023/7/26
経営教育学部　経営教育学科専門カリキュラム（学科別）
経営教育学科　共通開講科目

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考科目区分

教育の方法と技術【中等】 2 2

教育方法学 2 2

経営コミュニケ－ション論 2 2

経営史 2 2

経営戦略論 2 2

経済学概論Ⅰ 2 2

経済学概論Ⅱ 2 2

公演演習Ⅱ 2 2

国際経済学Ⅰ 2 2

国際経済学Ⅱ 2 2

国内観光地理概論 2 2

コンテンポラリー応用 2 1

コンテンポラリー基礎 2 1

栽培学 2 2

栽培学実習 2 2

CAD技術概論 2 2

CG概論 2 2

自然観光資源論 2 2

自動車工学1-Ⅰ 2 2

自動車工学1-Ⅱ 2 2

自動車工学基礎Ⅰ 2 2

自動車工学基礎Ⅱ 2 2

自動車工学実験実習Ⅰ 2 2

自動車工学実験実習Ⅱ 2 2

自動二輪整備基礎Ⅰ 2 2

自動二輪整備基礎Ⅱ 2 2

情報処理基礎Ⅰ 2 2

情報処理基礎Ⅱ 2 2

情報通信ネットワークⅠ 2 2

情報通信ネットワークⅡ 2 2

生理学 2 2

世界教育史Ⅰ 2 2

世界教育史Ⅱ 2 2

設計製図Ⅱ 2 2

設備工事概論 2 2

多文化社会概論 2 2

中等教科教育法Ⅰ（技術） 2 2

中等教科教育法Ⅱ（技術） 2 2

データサイエンス 2 2

電気電子工学Ⅰ 2 2

電気電子工学Ⅱ 2 2

電気電子工学実験実習Ⅰ 2 2

道徳教育の指導法【中等】 2 2

ＴＯＥＩＣ 2 2

特別活動の指導法【中等】 2 2

特別講義Ⅲ 2 2

特別講義Ⅳ 2 2

日本教育史Ⅰ 2 2

日本教育史Ⅱ 2 2

人間環境論 2 2

人間環境概論 2 2

発達心理学Ⅰ 2 2

発達心理学Ⅱ 2 2

選
択

専
門
教
養



別表(1)-5 更新 2023/7/26
経営教育学部　経営教育学科専門カリキュラム（学科別）
経営教育学科　共通開講科目

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考科目区分

バレエ実践Ⅱ－1 2 1

バレエ実践Ⅱ－2 2 1

バレエ創作論 2 2

舞台ビジネス論 2 2

舞踏史 2 2

ホスピタリティ論 2 2

ボディ・コンディショニング 2 1

マルチメディア概論Ⅰ 2 2

マルチメディア概論Ⅱ 2 2

木材加工実習 2 2

木材の特性と設計 2 2

旅行予約システム実習Ⅰ 2 2

旅行予約システム実習Ⅱ 2 2

WEBデザイン概論 3 2

WEB解析概論 3 2

エネルギー変換工学1-Ⅰ 3 2

エネルギー変換工学1-Ⅱ 3 2

環境経営概論 3 2

環境経営論 3 2

環境材料学 3 2

環境保全管理学 3 2

機械基礎実習 3 2

教育課程論【中等】 3 2

教育実習 3 4

教育実習事前・事後指導 3 1

教育相談の理論と方法【中等】 3 2

教育哲学Ⅰ 3 2

教育哲学Ⅱ 3 2

経営者論 3 2

経営組織論 3 2

公演演習Ⅲ 3 2

航空事業概論 3 2

国際経営論 3 2

国際政治学Ⅰ 3 2

国際政治学Ⅱ 3 2

古典バレエ作品論 3 2

材料工学 3 2

システム設計Ⅰ 3 2

システム設計Ⅱ 3 2

自動車工学2-Ⅰ 3 2

自動車工学2-Ⅱ 3 2

自動車整備技術1-Ⅰ 3 2

自動車整備技術1-Ⅱ 3 2

自動車整備実習1-Ⅰ 3 3

自動車整備実習1-Ⅱ 3 3

社会学概論Ⅰ 3 2

社会学概論Ⅱ 3 2

情報科学 3 2

情報化社会と仕事の世界Ⅰ 3 2

情報化社会と仕事の世界Ⅱ 3 2

情報社会と情報倫理Ⅰ 3 2

情報社会と情報倫理Ⅱ 3 2

情報数理学Ⅰ 3 2

選
択

専
門
教
養



別表(1)-5 更新 2023/7/26
経営教育学部　経営教育学科専門カリキュラム（学科別）
経営教育学科　共通開講科目

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考科目区分

情報数理学Ⅱ 3 2

人事労務管理論 3 2

政治学概論Ⅰ 3 2

政治学概論Ⅱ 3 2

生徒・進路指導の理論と方法【中等】 3 2

施工管理論 3 2

中小企業論 3 2

中等教科教育法Ⅲ（技術） 3 2

中等教科教育法Ⅳ（技術） 3 2

中等教科教育法Ⅰ（情報） 3 2

中等教科教育法Ⅱ（情報） 3 2

デザインマネジメント史 3 2

デザインマネジメント 3 2

電気電子工学Ⅲ 3 2

電気電子工学Ⅳ 3 2

電気電子工学実験実習Ⅱ 3 2

ＴＯＥＦＬ 3 2

特別講義Ⅴ 3 2

特別講義Ⅵ 3 2

日本国憲法 3 2

バレエ実践Ⅲ－1 3 1

バレエ実践Ⅲ－2 3 1

バレエ指導方法論 3 2

バレエ指導概論 3 2

プログラムと計測・制御Ⅰ 3 2

プログラムと計測・制御Ⅱ 3 2

マーケティング論 3 2

マルチメディア技術Ⅰ 3 2

マルチメディア技術Ⅱ 3 2

四輪自動車整備基礎1-Ⅰ 3 2

四輪自動車整備基礎1-Ⅱ 3 2

旅行関連事業概論 3 2

エネルギー変換工学2-Ⅰ 4 2

エネルギー変換工学2-Ⅱ 4 2

観光自然学 4 2

学習心理学Ⅰ 4 2

学習心理学Ⅱ 4 2

機械工学実験実習 4 2

企業内教育概論 4 2

企業内教育論 4 2

技術科教材研究 4 2

技術科総合演習 4 2

教職実践演習【中・高】 4 2

公演演習Ⅳ 4 2

自動車整備技術2-Ⅰ 4 2

自動車整備技術2-Ⅱ 4 2

自動車整備実習2-Ⅰ 4 3

自動車整備実習2-Ⅱ 4 3

自動車法規と検査Ⅰ 4 2

自動車法規と検査Ⅱ 4 2

情報処理実習Ⅰ 4 2

情報処理実習Ⅱ 4 2

特別講義Ⅶ 4 2

選
択

専
門
教
養



別表(1)-5 更新 2023/7/26
経営教育学部　経営教育学科専門カリキュラム（学科別）
経営教育学科　共通開講科目

授業科目
配当
年次

必修
選択
必修

選択 備考科目区分

特別講義Ⅷ 4 2

特別支援教育総論【中等】 4 1

人間関係論Ⅰ 4 2

人間関係論Ⅱ 4 2

ネットワーク技術 4 2

バレエ実践Ⅳ－1 4 1

バレエ実践Ⅳ－2 4 1

バレエ教育概論 4 2

バレエ教育方法論 4 2

バレエ演出論 4 2

放送教育Ⅰ 4 2

放送教育Ⅱ 4 2

木材加工の教育 4 2

四輪自動車整備基礎2-Ⅰ 4 2

四輪自動車整備基礎2-Ⅱ 4 2

労働に関する法規Ⅰ 4 2

労働に関する法規Ⅱ 4 2

選
択

専
門
教
養

【履修方法】

1.卒業要件必要単位として、基礎教養科目12単位、外国語科目4単位、保健体育科目2単位、専門教
　養必修科目（学科必修科目）18単位、専門教養選択科目88単位以上を修得した合計が124単位以
　上になること。（卒業要件）

【取得可能な教育職員免許状】
　●　中学校教諭一種免許状（技術）
　●　高等学校教諭一種免許状（情報）
　　　教育職員免許状授与の所要資格を得させるための課程は、別表（2）に定める。
 
【諸資格及び受験資格取得】
　資格等の取得については別表(3)を参照すること。
　●　准学校心理士　「一般社団法人　学校心理士認定運営機構」


